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DInSAR観測により検出された北海道十勝岳の地殻変動
Volcanic deformation in Tokachi-dake volcano, Hokkaido, detected by DInSAR observations
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北海道中央部に位置する十勝岳は，十勝岳火山群の中で現在最も活発に活動している火山である．20世紀には
1926年，1962年，そして1988-89年に小，中規模のマグマ噴火が発生しており，その間にも水蒸気爆発を繰り返
してきた．1988-89年の噴火以降も度々火山性微動や地震活動の活発化が観測され，現在でも大正火口や62-2火
口からは活発な噴気活動が続いている． 
北海道立地質研究所が山頂近傍で行っているGNSS連続観測により，2006年8月以降62-2火口のすぐ西側，前十勝
を中心とする局所的な地殻変動が検出され，山頂付近が膨張していることが明らかとなった．この膨張は
2015年まで続いたが，2015年5月に変動パターンは同じで変動レートが大きくなった．同時期にL-band SAR衛
星・ALOS-2/PALSAR-2とX-band SAR衛星・TanDEM-Xによる観測が行われ，2015年5月-7月期間の山頂近傍の局所
的な膨張の地殻変動が検出された．変動の中心は前十勝で，同じ地殻変動を見ていると思われる．二つのSAR衛
星はそれぞれ西と東から観測していることから，本研究では得られた地殻変動を東西と準上下成分に分解
し，より詳細な変動パターンを得る．こうして得た地殻変動の変動源を推定すべく，Mogiモデル[Mogi,
1958]を使ったモデリングと境界要素法を用いた地形を考慮したモデリング[川口他, 本学会，2016]の結果を比
較した．その結果，地形を考慮した方が，より観測値を説明できることが分かった．
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